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図1 ߹視・点検᪮Ⴘ൑の効率化・Ⴞ人化ݣ策のஇ適な組合せ

○現行 ( 紙媒体での記録等 )
①簡易なエクセル入力によるペーパーレス化
②タブレット端末を用いたシステム化・ペーパーレス化

(1) 巡視記録・日報

○現行 ( 目視確認等 )
①ドローン監視システム
②ワイヤ吊下式カメラ
監視システム

(4) ダム堤体内 ( 監査廊 ) の
  巡視・点検

(5) ダム堤体の巡視・点検

○現行 ( 目視確認等 )
①ドローン監視システム
②固定カメラ監視システム
③レール式カメラ監視シス
テム

○現行 ( 目視確認等 )
①ドローン監視システム
②通信機能搭載巡視船監視
システム

○現行 ( 目視確認等 )
①ドローン監視システム
②SAR 衛星監視システム
（＋AI 検知）

(3) 湖面巡視

○現行 ( 目視確認等 )
①ドローン監視システム
②固定カメラ監視システム 
    （＋AI 検知）
③車載カメラ

(2) 放流前巡視

：最適案の選定結果

(i) データ収集・分析 (ii) 問題判明後の迅速対応

タブレット端末による記録     固定カメラ監視システム (＋AI 検知 )      SAR 衛星画像     ドローン監視
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൦਀༹の೹մ࠿ၑŅřଔૺに̫̹࢜ۯ୼ȆΘθع

。の効ၚ化Ȇજ૽化の৘࡛を目指して̞ますྩު࠿ၑでは、Ņřଔૺͤ͢ͅ੘ণȆതۯ୼ȆΘθع

ࢃନ̢たࣽࡉ用を׋൦を೒̲て、঵௽എな࠿のض効ࡘ΋Αトੀ͞ثਅΟΐΗル技術のഐ用性ບڎ

の৘௡༷࢜を೹մします。

Point

はじめに

ᡈ࠰、河川・ἒムሥྸの分野では、施設のᎊ஥化、ዜ

持ሥྸ要員の減少、໎害ݣ応の高度化等、ᙐ合的なբ

題にႺ᩿しています。このようなཞඞで、ᵢᵶ推進が持続可

能なዜ持ሥྸ体制を構築するうえでಊめて重要なἘーἰ

となっています。

本ᆜでは、現場業Ѧの効率化・Ⴞ人化を実現するため

の検討手法と、ἴデルἒムをݣᝋにᵢᵶݰ入の適用性やコ

スト጑減効果を検ᚰした結果をắኰʼします。

河川・ダム管理におけるDX導入

これまでのἒム・河川ሥྸでは、人が現場にឨき、߹視

や点検を行ってきました。具体的には、߹視・点検計画や

ἰニἷアルに基づき、定められた体制・᫁度・ルート・ᆆѣ

手െで、Ⴘ視を基本とした˺業を実施してきました。この

方法は、ኺ験に基づく技術のᔛᆢにより確実性が高いɟ

方、多くのіщを要するため、ݩஹ的なਃい手不足への

。応が課題となっていますݣ

ʻࢸは、こうした˺業をデジタル技術でᙀܦ・ˊஆし、

効率性と確実性をɲ立Ằせるˁ組みの構築が求められま

す。本検討では、デジタル技術の活用事̊を現行の手െ

とൔ᠋し、ᵢᵶݰ入の可能性を整ྸしました。

(1)適用性の検討・最適なデジタル技術の選定

ἴデルἒムをݣᝋに、߹視・点検手െの課題を整ྸした

うえで、ଏ܍のデジタル技術の活用事̊（߹視ᚡ᥵・ଐ報

のシスἘム化、׍定ỽメラႳ視シスἘム、Sᵟᵰᘓ଩Ⴓ視シ

スἘム、ᵟᵧ検ჷ等）をൔ᠋し、ἴデルἒムへの適用性を検

討しました。

ᙐ数案のᛇኬな選定過程はここではлग़しますが、߹

視・点検᪮Ⴘắとに、ݰ入によるメリット・デメリットやಒምᝲ

用（イニシἵルコスト・ランニングコスト）等を評価᪮Ⴘとして

ᙐ数案をൔ᠋・評価しました。これらの評価結果に基づき、

図1にᅆすデジタル技術を選定しました。

(2)ダム管理の効率化・省人化による将来像の検討

①ロードマップの作成

ᵢᵶݰ入を効果的に推進するためには、ݣᝋ範囲やΟέ

᪯ˮをଢ確化し、െ᨞的に進めることが重要です。そこで、

ჺ஖・中஖・ᧈ஖の3െ᨞で整ͳႸ೅を設定し、具体的なプ

ロセスをᅆしたローἛἰップ（図2）を˺成しました。

試行運用では、Ӳݣ策について現地でݱᙹ೉な実地

検ᚰを行い、効果や課題を確認したうえで、࣏要に応じて

見Ⴚしや改善を実施し、本運用へᆆ行する計画としまし

た。ཎに「(1)߹視ᚡ᥵・ଐ報」のシスἘム化・Ἤーパーレ

ス化は、すỔてのݣ策に関連するため、И࠰度に整ͳす

ることとし、その˂のݣ策は᪯ഏ試行運用を進めることに

しました。また、フỻローアップでは、ᵢᵶݰ入にˤいႆဃす

る課題にݣして適ܯ改善できるよう、継続的な検ᚰを行

い、ᵮᵢᵡᵟサイクルをׅしていくことを提案しました。
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図3 ἒムሥྸのႾ人化・効率化によるコスト጑減効果 

堤体巡視のドローンを適宜使用

通信手段の確保とあわせて実施

通信手段の確保とあわせて実施

5年に 1回機体等交換

5年に 1回機体等交換

DX化対策案導入時は割高（短年・毎年）

現行案継続
（累積）対策案実施

（累積）DX導入後 14 年で対策案実施 ( 累積 ) が
現行案継続 ( 累積 ) を下回る
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図2 ἒムሥྸの効率化・Ⴞ人化にӼけたローἛἰップ

Ӳ΋ΑΠੀࡘ効ضॳ定

ἴデルἒムにおけるᵢᵶݰ入ᝲ用をም定し、現行の取り組

みとのൔ᠋を行いました。ᝲ用ም定にあたっては、イニシἵ

ルコストとランニングコストをݣᝋとしました。現行ᝲ用につい

ては、業Ѧ委ᚠᝲを基に継続するものとˎ定し、ᵢᵶݰ入ᝲ

用については、Ⴚ੗ኺᝲおよỎ人ˑᝲ（現行業Ѧ委ᚠᝲの

ɟ定ൔ率）を計ɥし、Ằらにኺᝲ率をʈじて推定しました。ま

た、Ἓローン等のೞ֥については᎑用࠰数を考慮し、ೞ体

ᝲ用を計ɥしました。

その結果、И஖െ᨞ではೞ֥ݰ入やシスἘム構築にˤ

う৲᝻が࣏要となりますが、運用᧏ڼから約14ࢸ࠰には、

ካᆢᝲ用が現行運用案を下ׅり、ᧈ஖的なコスト጑減効

果が得られる見通しを確認しました(図3)。

߹視・点検業ѦのコストЪ減が可能となり、ዜ持ሥྸに

事するᎰ員の˺業଺間ჺ጑にもつながります。こうしたࢼ

取り組みにより、Ⴞ人化を進めていくことで、持続可能なሥ

ྸ体制へのᆆ行が஖ࢳできます。

おͩͤに

本ᆜでᅆした検討手法は、河川・ἒムሥྸ事Ѧ৑がᵢᵶ

入をെ᨞的に進めるᨥのਦ針として活用できるものとなݰ

っています。ʻࢸは、Ӳ現場のཎ性に応じて適Џな技術

を選定するとともに、データ連携や運用ルールの೅แ化、

シスἘムのወ合・拡ࢌを可能にするため、現場のニーズに

合わせた௩᠂な業Ѧ提案を行っていきます。Ằらに、現場

主ݰのо意工پを活かしながら、持続可能で、ܤ全性と

効率性の高い河川・ἒムሥྸの実現をႸਦします。

新たな取り組み




